
京都ゼロカーボン・フレームワークのご案内

京都府は、地域金融機関等とともにESG投融資（サステナブルファイナンス）を促進
し、府内企業の脱炭素化を支援する全国初の仕組み「京都ゼロカーボン・フレーム
ワーク」を2023年1月に構築しました。

京都府は、2050年までに「温室効果ガス排出量実質ゼロ」を実現することをめざし、
そのための中期目標として2030年度までに温室効果ガス排出量を2013年度と比べ
46％以上削減することを掲げ、様々な主体と連携しながら施策を推進しています。

中期目標の実現に向けては、府内に存在する約11万事業所の脱炭素化の取組が
不可欠であり、特に、その大半を占める中小企業の脱炭素化の促進が重要です。
そのため府内の地域金融機関が中小企業とのサステナブルファイナンスの組成等を
通じて、対話を行いながら当該企業の脱炭素化を促進する仕組みについて検討し、
この度、地域金融機関と中小企業が活用しやすいサステナビリティ・リンク・ローンの
仕組みである「京都ゼロカーボン・フレームワーク」を策定しました。
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制度の詳細や御利用にあたり必要な書類は京都府HPを御確認ください。
本フレームワークの活用を御希望の方は、HP記載の取扱金融機関へ御相談ください。
URL:https://www.pref.kyoto.jp/tikyu/enterprise/esg/zcfw.html
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スキーム図

https://www.pref.kyoto.jp/tikyu/enterprise/esg/zcfw.html


ローン種別 サステナビリティ・リンク・ローン（SLL)

特徴 SPTの達成に応じて金利優遇等のインセンティブを付与

資金使途 限定なし

融資金額 上下限無し※金融機関が個別に設定することは妨げない

融資期間 3年以上（2031年3月31日までに終了するもの）

KPI 府内事業者の事業活動から排出されるCO2排出量の削減

SPT

•業務部門▲6％
•産業部門▲4％
•運輸部門▲2％
※京都府特定事業者制度の目標削減率と同等水準

備考 融資の可否、条件等については取扱金融機関との協議による

制度概要

地域脱炭素・京都コンソーシアムにおける取組について

京都府では、地域金融機関のネットワークを活用して、融資先企業の脱炭素化を
促すことを目的に府内地域金融機関や経済団体等とともに設立した「地域脱炭素・
京都コンソーシアム」において、府内中小企業の脱炭素を支援しています。

各支援メニューの詳細は、地域脱炭素・京都コンソーシアムHPを御確認ください。
URL: https://www.pref.kyoto.jp/consortium/index.html
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